


ジャランポン祭りに行ってきました。

　
　

　3月10日に行われました、秩父の三大奇祭の一つ
ジャランポン祭りを見に行きました。ジャランポン祭りは別
名「一人葬式祭」と言われています。その昔、久那村
内にて疫病が流行ったときに諏訪神社の神様に、人
身御供を献上していたことから、葬式を模したお祭りが
行われることになりました。
　といいますと、厳粛な雰囲気のお祭りに聞こえますが、
実際は方丈(お坊さん)役も故人役も酒を飲みながら
(一升瓶直飲み)、でたらめなお経を唱えているという、
なんとも賑やかなお祭りです。ギャラリ－も方丈役をはや
し立てながら、やんややんやと騒いで盛り上がります。
お経あげるのが一通り終わると、諏訪神社に故人をお
供えしてお祭りは終了です。終始、笑いが絶えない楽し
いお祭りでした。来年も行われますので、ご興味がある
方はぜひ来年行ってみてください！
(移住推進担当　塩川)

銘仙ＰＲ　関川
あ

　昨年に引き続き、市内小学校の卒業式で秩父銘仙を着
用頂けることになりました。卒業していく児童が喜んでくれたこと
もあり、継続できることになって一安心です。
　今年度から協力隊は裏方にまわり銘仙卒業式を成功に
導くために尽力したいと思います。協力隊の企画で始まった銘
仙卒業式ですが秩父銘仙協同組合と学校が主体となって
地域に根差した取り組みになることを期待しています。
　嬉しい事に卒業式や成人式で秩父銘仙を着用したいとい
う声が届くようになりました。若い人達が伝統産業に興味を
持ってくれるようになったのは協力隊だけでなく職人さんや地
域の人々、市役所等多くの人の取り組みが実を結んだ結果
だと思います。今後は「着たい」という声に応えられるよう秩父
銘仙の製造に励みつつ提供方法を考えていきたいと思います。
まだ全ての声に応えることは出来ませんが少しずつ形にしてい
けたらと思います。


